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1 . は じめ に
地表 面 の熱的状態を決める の は地表面 熱収支であり ､ 放射収支ほ その主要な要素である ｡
その放射収支を見額る過程 で 雲量は特に長波放射収支に対して与える 影響が大きい ｡
本研究にお い て 気象 庁のG岨S ( Ge ost ation a ry 岨ete o rol･ogic al Satel lite )の デ ー タ を雲
量解析をは じめとする地表 面放射耽支の 見積りに用い る理由はその デ ー タが毎 時得られ ､
同時 に広 い 領域の 状態 を知る ことが で きるか らである ｡ 一 方 ､ 欠点と して ､ 測定する汝長
帯の 数が少 か 1､ デ ー タの 償の 椅度が粗い . 現状で ほ画像の 地理 的な位置合わせ が最小画
素の 単位で は不可 能を どの 点が上げられ る ｡ しか しながら ､ 日変化を詳しく知る にはGMSが
唯 一 の 手段で ある ｡ こ こ では ､ 質量 デ ー タの 作成とその 結果 ･ 間挺点 につ い て報告する ｡
2 . 方法な ど
解析の ためのG 姐S画 像 ほ ､ 東大 ･ 生産技術研究所で受信された もの を ､ 高知大
氏 が繭集 したもの で ある ｡ 内容は赤運直下 で 0 . 2 5度( 月によ っ て は 0 . 2 1
7 度) 毎の 分解能 で 北緯 7 0度か ら南緯7 0度 ､ 東経 7 0度から西経1 S O度 (
て は北緯 6 0度か ら南緯 6 0度 ､ 東経 8 0度か ら西経 16 0度) の 領域が 5 6 0
･ 菊地時夫
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月 によ っ
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6.0画 素の 画像 で表現さ れ て い る ｡
本研究で は ､ 柑S- 5 のIRl画像 ( lO.S〟 m - ll. 5JL m)を用い て ､ 1 9 9 6年 4月 . 7月 ､
1 0月 ､ および 1 9 9 7年1月の 各月の 3時間毎の解析を行 っ た ｡ G”S-5 は他にIR2, IR3 の
チ ャ ン ネル がある が . 最終 捌こGUS-3,4 のデ ー タに も研究を拡張する必 要性から ､ IRlの み
を採用した ｡
雲判別に用い た過程 を図1 に示す ｡ こ の 方法の 主な部分はJSCCP(Inte r n atio nal
Satellite Clo ud C li皿atOlo8yPr oject)で 用い ら九 た もの ( Ross o - nd Garder, I993)
を利用した ｡
囲1 A部 にお いて ､ 最初 に場所 ､ 時刻に応 じた晴天画素の 抽出をす･る ｡ その ため には画
像間の 時間比較と画像内での 空 間比戦をする ｡ 時間此 掛ま前日, 翌 日 の 同時刻の 輝度値と
の 此 掛こよ り ､ 有る程度変動が小さけれ ぽ ､ 晴天である と決める ｡ 空間比較は対 象画素の
周 囲の 領域内の 最大輝度 との 此 捌こより ､ 最大輝度に近 けれ ば雲で ない とする ｡ これ ら二
つ の 結果の 革によ り ､ 仮 の 判別結果を作成する ｡
倣判別によ っ て 得られ た晴天 画素ほ . 依然 ､ 雲が含まれ て い る可 能性が高い の で . 囲1
B 部にお い て短中郡の 統計により 掛 1の 高い 結果を排除する ｡ 基本的な仮 定は , 有る点に
つ い て ､ 有る期間の 晴天輝度塩度の 平均値ほ その 期間 の最大輝度温度か ら ､ あま り低くは
か 1 ､ と い う こと で ある ｡ もし . 低けれ ば_, その 最大値で置き換えて おく ｡ さ らに ､ 定期
統計と中期統計を比 戦した とき ､ 短期統計が う まくで き て い れば ､ 中郡統計とそれほ ど適
わ か 1と い う成定も含 め る ｡ も し ､ あまり に離れ てい れば ､ 中期の 統計で 置き換えておく ｡
統計的選別偉業の 結 果 ､ 晴天 と考え られる場合の 輝度猛虎の 空間分布が 5日毎にできる ｡
図1 C部にお い て ､ こ の 分布と個 々 の 画像を比較 し ､ 表記の 閥値を用 い て雲を含む画素
か否か を決める ｡
3 . 括 果
･ 晴天 時の 輝度温度分布
図
■
2 は図1 の統計的選別作業後の 結果を月平 均したもの である ｡ これ は 3時間毎の もの
を最初に作り . その 後 ､ 日平均 を した ｡ 注意しなくて はなら か 1の は ､ こ れはあくまで雲
判別作業の ため の 基準 と して の 晴天時の 輝度湛度分布 であり ､ 実 際の 地表 面温度と物理的
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な整 合性がある わ けではない ｡ しか し . ある程度 は地表面温度を反 映するの ほ 当然の こ と
であり . それ から大き( 外れ るの は何か の 問題 を含ん でい る こ と を示 して い る 9
囲2 が示す ､ こ の 輝度温度の 時空 間変化の 全体と しての 傾 向は気 候学 の 認識に沿 っ て い
る よう に見 える ｡ しか し ､ 問題点が 幾つ か表れ七い ろ ｡ 一 つ は全体 剛 こ温 度が低め である ｡
これ は ､ ア ル ゴ リズム 内で ､ 有る程度低め に なるよう押さ えて い るか らで ある ｡ また ､ 局
所 的に 現実よ りかなり低 い 温度を示 す部分がある ｡ 例 えば ､ ベ ン ガル 汚 ー お よび ､ 画像の
端部な どで ある ｡ これ らの 蘭域 で は 1 ヶ 月の 最高猛虎を取 っ てもや はり現実とは離れ た値
( 例 え ば､ 摂氏 2 0度以下) を示す ｡ その 理由と して ､ 前者は雲 量が多い ため ､ 海面 が見
えなか っ た可能性が考え られ る ｡ ま た ､ 後者につ い て は ､ 衛星 の 天 頂角 が大きい の で海面
からの 射出率の 低下 と ､ 積雲 を輝か ら見るの で見か け上雲 量 が多く な っ たこ と が考え られ
る .
もう 一 つ の 問題点と して ､ 海 陸境 界線 に沿 っ た不自然 さが 目立 つ こ とが あげ られ る ｡ こ
れは海陸境界線やの 温度差 の 適い が ､ 室 蘭比較をする とき に雲 と して検 出されて い る ｡ 元
々 ､ 地理 情報を与えて その よう な問題 は出をい よう に して い た が ､ Gb(S のデ ー タと地理 情報
の 空間 密度が等質で なく ､ GK Sの 画素 に地理 情報を無理 に合 わせ たため ､ この 結果を生 んで
い る ｡
･ 雲量 統計
こ こ で雲量 とい う言葉を用い て い る が ､ こ の場 合は前記の 雲判別過程 による零有/無の
結果を - ケ 月間擾箕 し ､ その 結果得 られる全体に対する曇天画素の 割合 である ｡ したが っ
て ､ こ の 事量の 意味は地上我執による宰量の 意味と同じで はない ｡
図3 に雲量 の 解析結果を示す ｡ I TCZ の南北移動 ､ 四川盆 地の 雲 ､ 日本海の冬の 吹 き出し
な どを始め と して
だす.こ とがで きる
域で闇値 を厳 し〈
落ちて い る ｡ な お
実際の 現象を萌して い る の がわかるが ､ 一 方 ､ 幾つ か の 問題点も見い
一
つ ほ大陸 ･ 海洋間の 雲量較差で ある ｡ これ は主 にア ル ゴ リ ズ ム が陸
海填で闇値を緩くするため に ､ 陸域で は大気下 層の 雪 が検出され ずに
海域にも陸域と同様の 闇値を適用する と較差 はあま り見られなくなる
この こ とは ､ 後に長波放射の 見穂りをする際に問題となる ｡ また ､ 晴天値の 輝度線度を得
るとき に含 まれた 問題点がその まま表れ てき てい る ｡ 海陸境界線お よび チ ベ ッ ト高原 をど
の 地形の 急を変化の ある所は異常な債が入 っ て 目立 っ て い る ｡ 元 々 ､ チ ベ ッ ト高原 の 南端
や東南ア ジアの 諸島は掌が立ちやすい 場所なの で ､ こ の 点はも っ と改善される ぺ き である ｡
雲が元 々 多い ため に正 しい 晴天時 の 輝度蕗度が得られ なか つ た 場所 ほ ､ 宰が多 い と い う特
徴の ため に その 間題点はあまり日立 たない ｡
･ 他 の 課題
I SCCPの 宰判別アル ゴ リズム の 目的外 ではあるが ､ 晴天時の 輝度温度 と して得られ た億 が
物理 的な意味を持つ よ う に ､ 過程を改善する 必要がある ｡ また . 水蒸気 による影響を 除い
て い か 1の で . こ れは客観解析デ ー タなどを用い て 補正する予定である ｡
今後は ､ 上 記の 問題点を折り込んだ上 で ､ 各月 ､ 一 時間毎の デ ー タを作成 し ､ 公開で き
る成果を作成する こ とを 日揺す .
4 . ま とめ
GHSの10･ 5- 1l･5JL ･nの 赤外画像 を用い た質量 デ ー タの 作成 を行 っ た ｡ 暫 定的 に 冬季節 の月
平均償が決め られ ､ 気候学的におお むね整 合性の ある分布が得られ た ｡ しか し ､ 細部を見
ると 問題点 があり ､ ア/レゴ リズム ､ および ､ デ ー タ扱い の 手順に改著す ぺ き点が見 られる ｡
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晴天域画素の抽出
〕
時間比較 空間比較
陸域 1 . 1 K 3. 5 K
海域 2 . 5 K 6. 5_K
晴天域画素の合成
陸域 5 日間の 平均､ 最大
1 5日間の平均 ､.最大
海域 1 5日間の平均､ 最大
3 0日間の平均､ 最大
各画素の判定
陸域 6 . O K
海域 ■ 2 . 5 K
図1 , 赤外画像に よる雲判別の過程
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図 2 . 晴天域画素の合成図
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図 3 . 曇天域画素の割合
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